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　現在の橋は、明治以降 3 代目で大正１１年（１９２２年）３月

より架け替えられ、大正１２年（１９２３年）７月に竣工。安倍川

橋と名付けられた。鋼鉄製のトラス（複数の三角形による骨組み）

構造で橋長は約４９０ｍ。静岡県下四大河川に架かる最初の永久

橋で、上弦材が放物線（折れ線で）を描くボーストリング（弓と弦）

で橋長と橋桁の数が日本一のボーストリングトラス橋である。

　各部材は形鋼や板材がリベットにて組まれている。鋼材は英国

製で、工事は横河ブリッジの前身である横河製作所が施工したと

いう銘板がある。安倍川橋は平成１７年（２００５年）に土木学会

選奨の土木遺産に選ばれた。（野田 睦彦）

安倍川橋　〜 橋長日本一のボーストリングトラス橋 〜

安倍川架橋の碑

弥勒（葵区）側からの安倍川橋
トラス上部には橋名額が取り付けられています

安倍川の歴史を

今に伝える…
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平
成
28
年
度
一
般
社
団
法
人
静
岡

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
表
彰
式
と

定
時
総
会
が
、5
月
18
日
（
水
）「
は

ー
と
ぴ
あ
清
水
」
６
階
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
４
月
１
日
に
長
年
の
課
題

で
あ
っ
た
〈
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
直
接
加
入
〉
に
踏
み
切
っ
て
は

じ
め
て
の
記
念
す
べ
き
定
時
総
会
に

な
り
ま
す
。

　

表
彰
式
は
、
静
岡
市
保
健
長
寿
局

松
永
秀
昭
局
長
、
静
岡
市
議
会
厚
生

委
員
会
白
鳥
実
委
員
長
、
静
岡
市
社

会
福
祉
協
議
会
山
本
伸
晴
会
長
、
高

齢
者
福
祉
課
羽
根
田
信
人
参
与
兼
課

長
の
ご
来
賓
４
人
を
お
迎
え
し
厳
粛

か
つ
盛
大
に
行
わ
れ
、
受
章
者
代
表

が
朝
倉
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

を
受
け
取
り
、
他
の
受
章
者
は
氏
名

紹
介
の
呼
名
を
受
け
、
緊
張
し
な
が

ら
も
一
人
ひ
と
り
立
ち
上
が
っ
て
丁

寧
に
答
礼
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
は
、
受
章
者

の
皆
さ
ま
の
長
年
に
わ
た
る
業
績
と

ご
労
苦
に
対
し
て
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
高
齢
化
が
進
む
現
状
の

中
で
、
高
齢
者
が
健
康
を
維
持
し
明

る
く
張
り
合
い
の
あ
る
生
活
を
進

め
、
活
力
を
も
っ
て
地
域
社
会
に
貢

献
で
き
る
体
制
づ
く
り
は
、
会
員
の

増
強
こ
そ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
現
会

員
の
皆
さ
ま
が
そ
の
先
頭
に
立
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
い
っ
そ
う
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
は
、
全
老
連
加
盟
の
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
意
識
し
た
、
平
成

28
年
度
の
事
業
計
画
案
と
収

入
支
出
予
算
案
等
の
提
案
が

あ
り
、
会
場
に
参
集
さ
れ
た

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
前
向

き
な
発
言
と
真
剣
な
討
議
が

さ
れ
る
中
で
原
案
通
り
可
決

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
各

単
老
の
会
長
の
皆
さ
ま
、
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

（
野
田 

睦
彦
）

平成28年度 受章者
会長5年以上功労者
学地区 クラブ名 氏名

安　東 さわやかクラブ 倉戸　照夫

美　和 芦寿会 海野　兼男

富士見 有東第一楽寿会 大石　　大

東源台 国寿会 今泉　鉄藏

西豊田 若葉会 寺田　義巳

江　尻 高橋南町長寿会 佐々木七郎

江　尻 シニアクラブ宮代町 米津佐江子

江　尻 本郷町第二和合会 黒柳　芳雄

入　江 追分一丁目寿会 渡邉　芳子

入　江 追分四丁目寿会 岩科栄太郎

岡 桜が丘チェリークラブ 植野　克彦

清　水 幸町喜楽会 森下　貞夫

清　水 北矢部町老人クラブ 三橋諄太郎

駒　越 殿沢クラブ 武田　治男

飯　田 高橋東楽寿会 岡本　藤夫

飯　田 高橋西高砂会 荒木　熊一

飯　田 下野東老人クラブ 新谷　政男

飯　田 下野五丁目シニアクラブ 岩崎　重雄

有　度 シニアクラブ長崎南町 山本　一雄

庵　原 吉原仙寿会 望月　由江

興　津 清見寺清見潟クラブ 山崎　善作

蒲　原 中第三高砂会 品田　保雄

蒲　原 柵楽寿会 望月　義朗

蒲　原 新栄町栄寿会 蓮池　貞男

由　比 由比町屋原シニアクラブ 小関　　登

平成 28 年度表彰式・定時総会

全老連加盟の初年度
　　心新たにスタート
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
は
、
本
年
度
か
ら
静
岡
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
退
会
し
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
全
老
連
）
に
直
接
加
盟
し
ま
し
た
。
全
老

連
は
、
都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
の
63
の
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
全
国
組
織
で

す
。
平
成
17
年
に
静
岡
市
が
政
令
指
定
都
市
に
な
っ

た
際
、
全
老
連
へ
の
直
接
加
盟
を
計
画
い
た
し
ま
し

た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
こ
３
年
程
、
役
員
会
の
中
で
加
盟
の
是
非
の
協

議
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
加
盟
す
る

こ
と
で
、
理
事
全
員
の
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
、
全
老
連
の
全
国
大
会
が
静
岡
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
国
大
会
終
了
後
、
全
老
連
へ

直
接
加
盟
と
い
う
他
の
政
令
指
定
都
市
の
例
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
も
こ
の
例
に

な
ら
い
、
本
年
度
か
ら
全
老
連
へ
の
直
接
加
盟
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

　

全
国
組
織
に
直
接
加
盟
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

か
ら
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
お
手
も
と
へ
有
益
な
最

新
の
情
報
を
い
ち
早
く
お
届
け
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
半
面
、
都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
の
連
合

会
と
同
等
の
運
営
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
自
主
性
や
独
立
心
が
求
め

ら
れ
る
と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
各
位
の
一
層

の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ま
で
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
静
岡
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

な
ど
は
、
非
会
員
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
原
則
的
に

参
加
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、
最
寄
り
の
組
織
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
の
内
容
に
よ
り
ま
し
て
は
、

今
後
も
お
互
い
に
協
力
し
合
う
所
存
で
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
老
連
加
盟
、求
め
ら
れ
る
自
主
、独
立

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市　

会
長　

朝
倉 
隆
弥

役員10年以上功労者
学地区 クラブ名 氏名

駒　形 駒形あおい会 石川　惟乃

大　谷 西大谷千寿クラブ 遠藤　正江

大　谷 西大谷千寿クラブ 永島　つな

大　谷 東大谷千寿クラブ 鈴木　定子

西豊田 若葉会 寺田　三夫

西豊田 若葉会 寺田美代子

南　部 恵美会 飯田　　致

南　部 恵美会 杉村　志予

入　江 木蓮の会 亀田　良子

浜　田 上清水なずな会 鈴木　久子

船　越 白越老人会 天野とし子

船　越 老人クラブ福寿会 鈴木まち子

不二見 向田町シニアクラブ 遠藤　喜策

駒　越 北町親和会 北村すゑ子

駒　越 迎山クラブ 杉山　咲江

高　部 天王町桜木会 内田　　順

有　度 シニアクラブ長崎 伊藤　　明

興　津 清見寺清見潟クラブ 青木　藤江

【優良クラブ】美和学区　美寿々会
【協力者】 玉川学区　狩野きみよ
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一
般
社
団
法
人
静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
は
、
こ
の
4
月
に
政
令
市
と
し

て
16
番
目
に
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
へ
直
接
加
盟
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
日
ま
で
の
経
緯
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
の
静
岡
市
と
清
水
市
の
老
連

が
統
合
さ
れ
、
静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
誕
生
し
た
の
は
平
成
17
年
4

月
で
す
。
奇
し
く
も
静
岡
市
が
14
番

目
の
政
令
指
定
都
市
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
た
の
と
同
じ
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
翌
年
は
静
岡
県
内
各
地

で
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
60
歳
以
上

の
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
各
種
ス
ポ
ー

ツ
競
技
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
世
代
の
人
た
ち
が
交
流
し
、
楽
し

め
る
祭
典
で
あ
り
ま
す
。

　

機
関
紙
の
「
市
老
連
だ
よ
り
」
は

現
在
23
号
で
す
が
平
成
17
年
8
月
の

第
１
号
は
「（
仮
称
）
市
老
連
だ
よ
り
」

と
し
て
発
刊
し
ま
し
た
。
そ
し
て
18
年

1
月
発
行
の
第
2
号
で
機
関
紙
名
が

「
市
老
連
だ
よ
り
」
に
決
定
し
た
と
報

じ
ま
し
た
。
理
由
と
し
て
、
①
区
の
機

関
紙
が
発
刊
さ
れ
た
場
合
、
区
老
連
の

機
関
紙
と
紛
ら
わ
し
く
な
い
名
称
で
あ

る
。
②
親
し
み
や
す
い
等
で
し
た
。

　
「
市
老
連
の
記
章
が
完
成
し
ま
し

た
」
と
報
じ
た
の
が
18
年
7
月
の

第
3
号
で
し
た
。
記
章
が
表
現
し

て
い
る
意
味
合
い
と
し
て
、
富
士
山

に
う
ね
り
雲
が
か
か
っ
て
「
Ｓ
」
の

字
を
象

か
た
ど
っ
て
お
り
、
静
岡
と
シ
ニ
ア

の
「
Ｓ
」
を
表
す
も
の
で
す
。

　

法
人
化
は
平
成

23
年
4
月
「
一
般

社
団
法
人
静
岡
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
」
と
し
て
設
立

総
会
を
開
催
し
、

法
人
移
行
に
伴
い
、

全
体
を
一
本
化
し
、

各
区
老
連
は
市
老

連
の
支
部
と
な
り
、

各
支
部
の
総
会
は

実
施
し
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
長
は

市
老
連
の
総
会
の

構
成
員
と
な
り
ま

し
た
。

　

全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
へ
の
直

接
加
盟
の
条
件
は

①
政
令
指
定
都
市

で
あ
る
こ
と
。
②

法
人
取
得
団
体
で

政
令
市
と
し
て
16
番
目
　
全
老
連
へ
直
接
加
盟

あ
る
こ
と
。
③
県
老
連
を
円
満
に
退
会

す
る
こ
と
。
の
三
本
柱
で
あ
り
ま
す
。

　

静
岡
市
は
平
成
17
年
に
政
令
指
定

都
市
と
な
り
、
23
年
に
静
岡
市
老
連

は
法
人
取
得
に
よ
っ
て
、
あ
と
は
県
老

連
を
円
満
に
退
会
す
れ
ば
、
念
願
の
全

老
連
直
接
加
盟
と
な
り
、
個
々
に
は
動

き
も
あ
っ
た
が
大
き
な
う
ね
り
と
は
な

ず
、
今
年
度
か
ら
の
直
接
加
盟
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
全
老
連
の
30
年
度
ま
で
の

5
年
間
１
０
０
万
人
会
員
増
（
単
老
年

間
2
名
純
増
）
な
ど
協
力
体
制
が
必

要
と
な
り
ま
す
。　
（
水
上 

博
）

老人クラブの組織
平成３０年度に１００万人
会員増の７５０万人が目標

全老連直接加盟の政令指定都市
　札幌　仙台　千葉　横浜　川崎　新潟　静岡　名古屋　京都
　大阪　堺　神戸　岡山　広島　北九州　福岡
県老連へ加盟の政令指定都市
　さいたま　相模原　浜松　熊本
関東甲信越静ブロック（会長会議と研修会実施）
　関東１都６県、山梨、長野、新潟、静岡の４県、千葉、横浜、
　川崎、新潟、静岡の５市、合わせて１６団体

※全国の会員数は平成 26 年度
　静岡市は 28 年度

公益財団法人 全国老人クラブ連合会
６,２６９,２００名

一般社団法人 静岡市老人クラブ連合会
１７,８８０名　　単位老人クラブ数４１５

都道府県老人クラブ連合会（４７）　
政令都市老人クラブ連合会（１５）

葵区支部
４,１８４名

学地区２１　単老１００

駿河区支部
３,１４９名

学区１５　単老６７

清水区支部
１０,５４７名

地区２１　単老２４８



（5）第 23 号 市 老 連 だ よ り 平成 28 年 7 月発行

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　新装成った陸上競技場のトラック
は、レンガ色から青色に変わり芝生
の緑とのコントラストが鮮やかな競
技場に変わりました。
　競技は男女別に 16 ブロックに分か

　６月２８日（火）清水総合
運動場体育館にて、 清水区
支部輪投げ大会が開催され、
２１地区５７チームによる熱
戦が展開されました。

個人の部（男性）

順　位 氏　名 地区名

優　勝 鍋田　一夫 辻

準優勝 伊藤　忠臓 入　江

第 3 位 加藤　勤二 飯　田

第 4 位 熊沢栄二郎 入　江

第 5 位 勝亦　　久 飯　田

第 6 位 青木　義也 駒　越

個人の部（女性）

順　位 氏　名 地区名

優　勝 岡田　宮子 両河内

準優勝 森田　昌枝 庵　原

第 3 位 鈴木　勝代 袖　師

第 4 位 樋口多鶴枝 有　度

第 5 位 望月　裕恵 興　津

第 6 位 中嶋ふさゑ 飯　田

90 歳以上記念メダル受賞者

清水喜多司 江　尻 91 歳

大村　綾子 不二見 90 歳

田辺　節子 折　戸 90 歳

伊藤　千秋 袖　師 90 歳

大石　　博 庵　原 90 歳

れ、 男 子 1 回 戦（6 名 1 組・3 名
勝ち上がり）トーナメントから開
始された。決勝に至る、4 回勝ち
上がりの厳しい戦いを制したのは
別表の方々です。（鈴木 泰造）

大会結果

順　位 地区名 チーム名 得　点

優　勝 由　比 由比 A ９３４

準優勝 高　部 天王町桜木会 ８９４

第 3 位 江　尻 江尻 A ８８５

第 4 位 由　比 由比 C ８３３

第 5 位 駒　越 駒越 A ８３０

第 6 位 由　比 由比 B ８２２

１チーム５名（男性３名、女性２名）
１ゲーム２セットとして、４ゲームを行う

　日頃の練習成果を発揮し、懸
命に投げる姿が見られ、高得点
が出ると歓声と拍手が響き、会
場はとても盛り上がっていまし
た。（清水 惠代）

大会結果

開　催　5 月 24 日（火）
会　場　清水総合運動場陸上競技場
参加者　20 地区より選手 195 名、
　　　　役員委員 54 名

第 7 回 清水区支部クロッケー大会 優勝は鍋田一夫さん、岡田宮子さん

第 2 回 清水区支部輪投げ大会

57チームによる熱戦展開!!
由比Aチームが優勝!!

支 部 活 動 紹 介 《 清 水 区 》
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　昨年は雨天で延期となり、更に真夏の炎天下で大
変でしたので、今年は「輪投げ大会」と「グラウン
ドゴルフ大会」の開催時期を入れ替えて開催されま
した。大会当日は天候にも恵まれ、３００名の選手
が参加し、賑やかに熱戦が展開されました。
　なお、これまでグラウンド・ゴルフ協会の協力で

男性の部

順　位 氏　名 チーム名（学地区）

優　勝 小野田祐典 旭寿会（千代田）

準優勝 白鳥　清治 たのしみ会（玉川）

第３位 薮田　　勝 服織連合会（服織）

女性の部

順　位 氏　名 チーム名（学地区）

優　勝 見城　和江 平和緑寿会（井宮）

準優勝 竹下　数枝 若葉会（麻機）

第３位 朝比奈秀子 松寿会（賎機）

運営して来ましたが、今回は会員がすべてを運
営するという画期的な大会となりました。多く
の役員の皆さま大変お疲れさまでした。そし
て、地元の松寿会の方々には道案内、グラウン
ドの整備などご尽力いただき、大変ありがとう
ございました。（水上 博）

大会結果

支 部 活 動 紹 介 《 葵 　 区 》

参加選手300名の頂点
小野田祐典さん、見城和江さんが優勝!!

第４回 葵区支部グラウンド・ゴルフ大会 開　催　平成 28 年 5 月 24 日（火）
場　所　松富スポーツ広場
参加者　選手３００名

最後の一打、慎重に…
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　１週間前から、猫の目のように変わる天気予報を
気にしながら当日を迎えました。数日前に実施した
葵区のグラウンド・ゴルフ大会は、5 月とは思えな
いほどの暑さの中での競技でした。
　ところが、その後の天候は打って変わって雨の日
が続き、26 日も雨天で延期になるかもしれないと、
会員からも心配の連絡が次々と入っていました。し
かし当日は、蒸し暑さや厳しい日差しもない曇り空
でのスタートとなりました。
　和気あいあいの中にも、真剣で白熱したプレー
が続出し、至るところで歓声が上がりました。午後

のプレーも終わり、今回の大きな山場である成績
のまとめになりました。
　昨年までは市のグラウンド・ゴルフ協会にお願
いしていたことを、今回は自分たちだけで進めてい
くのです。やはり予想以上に難しいもので、選手た
ちが今か今かと待ちわびる中で、ようやく成績発表、
そして表彰までこぎ着けることが出来ました。
　参加された多くの会員のご協力あってのグラウ
ンド・ゴルフ大会でした。皆さま本当にありがとう
ございました。そして、お疲れさまでした。

（大石 眞由美）
女性の部

順　位 氏　名 学　区 スコア

優　勝 八木　愛子 大谷学区 ５６打

準優勝 滝浪　澄子 森下学区 ５８打

第３位 畑田　愛子 中島学区 ５９打

男性の部

順　位 氏　名 学　区 スコア

優　勝 芹澤幸司郎 大谷学区 ５４打

準優勝 八木　　清 大谷学区 ５７打

第３位 原田　孝義 中島学区 ５８打

大
会
結
果

支 部 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

開　催　5 月 26 日（木）
会　場　中野新田スポーツ広場
参加者　選手 272 名、役員委員 32 名

自分たちの手で運営した、
グラウンド・ゴルフ大会

第４回 駿河区支部グラウンド・ゴルフ大会
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

若
い
頃
、
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
が
、
元
気
に
生
き
生
き
と
毎
日
を
過
ご
さ

れ
、
近
々
92
歳
を
迎
え
ら
れ
る
中
村
美
弥
子
さ
ん
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

14
年
前
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
芸
能
発
表
会
で
、
各
地

区
で
発
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
あ
り
、
中
村

さ
ん
は
、
持
ち

前
の
面
倒
見
の

良
い
性
格
を
発
揮
し
、

初
め
て
経
験
す
る
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
グ
ル
ー
プ
を

結
成
し
、
衣
装
も
自
分

達
で
作
り
あ
げ
、
無
事

発
表
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
続
け
て
い
る

フ
ラ
ダ
ン
ス
で
す
。
今
で
は
、
好
き
で
習
っ
て
い
た

シ
ャ
ン
ソ
ン
で
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
歌
唱
を
務
め
て
い

ま
す
。
ソ
プ
ラ
ノ
の
素
晴
ら
し
い
声
を
、
紙
面
で
は

紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　

平
成
27
年
の
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
は
、
愛
唱

歌
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
ラ
ス
で
参
加
さ
れ
、
大
会
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
家
に
居
る
時
は
、
手
先
の
器
用
さ
で
、
壁
飾

り
の
人
形
や
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
、
袋

物
等
沢
山
作
り
、
知
人
や
慰
問
に
行
っ
た
り
す
る
時

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
、
大
変
喜
ば
れ
て

お
り
ま
す
。

　

日
頃
の
生
活
で
は
、
ご
近
所
の
独
り

身
の
方
々
を
お
誘
い
し
、
お
い
し
い
コ

ー
ヒ
ー
を
挽
き
、
手
作
り
菓
子
で
お
喋

り
会
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
ち
な

み
に
ご
馳
走
に
な
っ
た
黒
糖
く
ず
餅
の

き
な
粉
が
け
は
大
変
美
味
で
し
た
。
多

趣
味
、
多
芸
が
健
康
長
寿
の
秘
訣
で
し

ょ
う
か
。

　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
に
続
け
て
く
れ

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
清
水 

惠
代
）

全国老人クラブ大会にコーラスで参加

フラダンスグループ結成時の写真

手芸作品
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

当
会
は
、
新
草
薙
町
自
治
会

に
所
属
し
、
地
域
は
清
水
区
草

薙
2
丁
目
の
東
北
東
側
と
隣
接

す
る
七
ッ
新
屋
1
丁
目
の
一
部

の
住
民
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
28
年
度
の
会
員
数
は
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
と
退
会
さ
れ
た

方
が
4
名
、
新
規
入
会
者
が
8

名
で
、
54
名
と
な
り
ま
し
た
。

当
ク
ラ
ブ
の
規
約
に
あ
る
「
会

員
相
互
の
親
睦
と
老
人
福
祉
の

向
上
」
を
目
的
に
、
次
の
よ
う

な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
中
に
、

静
岡
市
清
水
区
上
原
に
あ
る
上

原
公
園
（
通
称
水
道
山
）
で
、

20
名
前
後
が
参
加
し
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
月
2
回
は
、
楠

自
治
会
の
愛
好
会
の
皆
さ
ん
と

親
睦
を
目
的
と
し
て
一
緒
に
競

技
し
て
い
ま
す
。

②
月
曜
会

　

年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
「
最

近
、
記
憶
力
が
落
ち
て
き
た
」、

「
身
近
な
人
や
有
名
人
の
名
前

が
思
い
出
せ
な
い
」「
物
探
し

の
回
数
が
増
え
た
」
な
ど
、
私

自
身
そ
う
で
す
が
、
悩
ん
で
い

る
方
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も

脳
を
鍛
え
よ
う
と
毎
月
1
回
、

簡
単
な
漢
字
や
計
算
の
テ
ス

ト
、
格
言
や
こ
と
わ
ざ
の
勉
強

な
ど
を
1
時
間
ほ
ど
行
い
、
そ

の
後
は
お
菓
子
を
い
た
だ
き
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
ま
す
。

③
歌
い
ま
し
ょ
う

　

毎
月
1
回
、
童
謡
や
懐
メ
ロ

を
み
ん
な
で
大
き
な
声
で
歌
い

ま
し
ょ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
歌
の
後
は
、
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
と
、
輪
投
げ

を
し
て
い
ま
す
。

④
ペ
タ
ン
ク
の
練
習

　

今
年
の
7
月
に
は
、
当
町
に

公
園
が
完
成
し
ま
す
の
で
、
当

公
園
で
月
1
回
ペ
タ
ン
ク
の
練

習
を
す
る
予
定
で
す
。

⑤
バ
ス
旅
行
の
実
施

　

毎
年
、
春
と
秋
に
県
内
や
県

外
に
バ
ス
旅
行
を
実
施
し
て
お

り
、
平
成
28
年
春
の
旅
行
は
、

33
名
が
参
加
し
て
箱
根
つ
つ
じ

公
園
と
日
本
一
長
い
三
島
大
吊

橋
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

⑥
そ
の
他

　

毎
年
、
新
年
会
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
の
会
場
で
花
見
会

を
実
施
し
、
会
員
相
互
の
親
睦

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
し
い
公
園
で

の
、
草
取
り
な
ど
の
奉
仕
活
動

と
と
も
に
、
元
気
が
一
番
で
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

歩
み
会
の
多
彩
な
活
動

有
度
地
区　
新
草
薙
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
歩
み
会
）　

平
野　
英
夫

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水 区 》

漢字や計算テストで脳の活性化
みんなで楽しくやっています
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

昨
夜
の
雨
も
上
が
り
、
庭
先

に
置
い
た
花
壇
の
パ
レ
ッ
ト
の

上
に
小
雨
の
し
ず
く
が
残
っ
て

い
る
。
今
日
は
市
緑
地
政
策
課

の
行
事
で
あ
る
夏
花
壇
用
苗
の

配
布
が
日
本
平
動
物
園
で
行
わ

れ
、
仲
間
の
会
員
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
行
っ
て
き
た
。

　

各
団
体
が
車
で
苗
を
取
り
に

来
る
。
パ
レ
ッ
ト
に
移
さ
れ
た

苗
を
車
に
積
み
込
む
作
業
を
仲

間
と
手
伝
い
、
仲
間
の
額
か
ら

は
汗
が
流
れ
て
い
る
。
汗
を
拭

き
拭
き
腰
の
重
み
を
感
じ
な
が

ら
の
仕
事
は
体
に
響
い
た
が
、

こ
れ
も
仕
方
な
い
と
自

問
自
答
す
る
。

　

会
員
の
仲
間
に
少
し

で
も
花
壇
づ
く
り
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

い
ろ
い
ろ
な
講
習
会
に
メ
モ
帳

と
カ
メ
ラ
を
片
手
に
参
加
す

る
。
昨
年
末
に
行
わ
れ
た
緑
化

講
習
会
で
は
、
設
楽
和
夫
先
生

の
『
花
の
特
徴
を
生
か
し
た
花

壇
作
り
』
の
話
を
聞
い
た
。
花

と
は
生
き
物
で
色
の
濃
淡
と
花

の
組
み
合
わ
せ
で
人
を
喜
ば
せ

る
こ
と
が
出
来
る
。
四
角
の
花

壇
だ
け
で
な
く
丸
く
し
た
り
、

二
重
三
重
、
高
低
差
を
つ
け
中

央
は
高
く
周
り
を
低
く
す
る
等

花
壇
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で

花
の
お
も
し
ろ
さ
を
感
ず
る
事

が
出
来
る
…
と
数
多
く
の
こ
と

を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
日
配
布
さ
れ
た

苗
（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ベ
コ

ニ
ア
、
コ
リ
ウ
ス
等
）
を
土
を

耕
し
肥
料
を
与
え
、
設
楽
先
生

の
『
花
壇
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
』

の
話
を
思
い
起

こ
し
、
2
時
間

程
か
け
て
完
了

し
た
。
狭
い
花

壇
だ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
花
が
色

を
添
え
あ
い
咲

き
誇
り
町
内
の

方
々
に
も
喜
ん

で
も
ら
え
る
の
が
一
番
の
喜

び
。
ま
た
毎
日
公
園
に
来
る
子

ど
も
た
ち
も
赤
や
黄
色
と
咲
き

誇
る
花
を
み
て
喜
ん
で
く
れ
る

だ
ろ
う
。

　

毎
朝
の
交
代
で
の
水
や
り
、

除
草
な
ど
会
の
役
目
も
大
変
だ

が
花
も
生
き
物
色
々
な
工
夫
に

よ
り
花
の
育
て
方
の
面
白
さ
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
。
明
日
も

花
壇
に
行
っ
て
み
よ
う
！
孫
の

顔
を
見
る
よ
う
に
！

　

こ
の
他
に
も
、
輪
投
げ
、
歩

こ
う
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、
精
霊
流
し
、
夕
涼
み

会
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
子
ど
も
と

の
協
同
お
楽
し
み
会
、
防
災
訓

練
等
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま

す
。

花
壇
も
デ
ザ
イ
ン

西
豊
田
学
区　
む
つ
み
会　

石
垣　
勇

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

きれいな花壇でみんなを喜ばせたい



（11）第 23 号 市 老 連 だ よ り 平成 28 年 7 月発行

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
伝
馬
町
学
区
に
は
鷹

一
会
、
鷹
寿
会
、
そ
し
て
春
三

き
ず
な
ク
ラ
ブ
の
3
ク
ラ
ブ
が

あ
り
ま
す
。
鷹
一
会
、
鷹
寿
会

は
長
き
に
わ
た
り
歴
史
を
築
き

あ
げ
て
き
た
伝
統
的
な
ク
ラ
ブ

で
す
が
、
春
三
き
ず
な
ク
ラ
ブ

は
平
成
23
年
9
月
に
設
立
し
た

ク
ラ
ブ
で
、
今
年
設
立
4
周
年

を
迎
え
る
若
い
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

今
回
は
春
三
き
ず
な
ク
ラ
ブ

の
設
立
の
経
緯
と
ク
ラ
ブ
の
理

念
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

最
初
に
、
設
立
に
際
し
て
の

約
束
は
、
①
政
治
的
、
宗
教
的

に
偏
ら
な
い
こ
と
、
②
老
人
と

い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
こ
と
、

の
2
点
で
す
。

　

次
に
ク
ラ
ブ
設
立
に
あ
た

っ
て
、
私
た
ち
が
考
え
た
こ

と
は
、
①
長
続
き
す
る
ク

ラ
ブ
、
②
メ
ン
バ
ー
の
幸

せ
づ
く
り
が
で
き
る
ク
ラ

ブ
、
③
東
海
地
震
対
策
を

講
じ
る
ク
ラ
ブ
、
の
3
点

を
掲
げ
ま
し
た
。そ
し
て
、

長
続
き
す
る
ク
ラ
ブ
に
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
を
考
え
ま
し
た
。

　

消
滅
し
た
ク
ラ
ブ
の
多

く
は
会
長
の
引
き
受
け
手

が
な
い
の
で
、
と
い
う
理

由
が
多
い
と
聞
い
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
会
長
職
の

役
割
軽
減
を
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
会
長
の
役

割
は
渉
外
と
役
員
会
、
定
例
会

の
統
括
を
担
当
す
る
と
し
、
定

例
会
の
全
体
司
会
は
副
会
長
、

定
例
会
の
案
内
文
書
や
会
の
次

第
づ
く
り
は
総
務
が
担
当
す
る

こ
と
に
し
て
、
会
長
に
負
担
を

掛
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
市
老
連
や
役
所
へ

の
提
出
書
類
等
も
会
長
の
要
請

で
支
援
す
る
体
制
も
取
っ
て
い

ま
す
。

　

活
動
内
容
は
月
例
会
の
開
催

を
中
心
に
据
え
、
サ
ー
ク
ル
活

動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
度

末
に
は
ク
ラ
ブ
の
活
動
実
績
を

添
え
て
、
自
治
会
の
回
覧
板
を

通
し
て
会
員
募
集
を
し
て
い
ま

す
。
会
員
は
ス
タ
ー
ト
時
よ
り

も
増
え
て
、
現
在
会
員
数
は
41

名
で
す
。

　

月
例
会
の
内
容
は
、
①
そ
の

月
の
中
心
内
容
を
約
1
時
間
15

分
、
②
誕
生
月
の
会
員
を
お
祝

い
す
る
こ
と
、
③
軽
体
操
、
④

愛
唱
歌
を
歌
う
、
等
々
で
す
。

月
例
会
の
出
席
率
は
約
70
％
強

で
す
。

　

皆
さ
ま
方
の
ク
ラ
ブ
の
状
況

を
教
え
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

会
員
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
指
し
て

伝
馬
町
学
区　
春
三
き
ず
な
ク
ラ
ブ　
会
長　

小
山　
光
男

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵 区 》

軽体操でリフレッシュ !! みんな一緒が楽しい



第 23 号（12）市 老 連 だ よ り平成 28 年 7 月発行

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

余
生
は
ち
ぎ
り
絵
を
楽
し
み
に

久
能
学
区
地
区
　
安
居
睦
寿
会
　
松
下
　
き
み

　

根
古
屋
か
ら
安
居
へ
嫁
ぎ
90
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

今
で
は
体
の
衰
え
を
感
じ
、
い
つ
の
間
に
こ
ん
な
に

歳
を
重
ね
て
し
ま
っ
た
の
か
？
…
と
月
日
の
流
れ
の

早
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
農
業
の
手
伝
い
を
し
て
、
家

族
の
一
員
と
し
て
楽
し
く
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
畑
仕
事
は
葱
、
葉
生
姜
、
苺
な

ど
の
栽
培
か
ら
収
穫
で
目
が
ま
わ
る
忙
し
さ
で
、
朝

は
5
時
か
ら
夜
は
9
時
、
10
時
頃
ま
で
と
、
よ
く
体

が
動
い
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
高
度
成
長
時
に
は

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
高
収
入
が
あ
り
、
仕
事
に
も
励

み
が
出
た
も
の
で
し
た
。

　

こ
ん
な
生
活
を
し
て
き
た
私
で
す
が
、
今
で
は
多

忙
な
農
作
業
の
合
間
に
月
・
金
曜
日
は
農
休
日
と
自

分
で
決
め
、
手
先
の
器
用
さ
を
生
か
し
て
、
ち
ぎ
り

絵
に
没
頭
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
出
来
上
が
っ
た
作

品
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
老

連
の
合
同
作
品
展
へ
の
出
品
は
も
ち
ろ
ん
、
高
望
み

で
す
が
日
展
に
も
？
…
と
目
標
は
高
く
夢
い
っ
ぱ
い

で
、
今
日
も
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

年
々
月
日
の
流
れ
の
速

さ
を
感
じ
る
昨
今
で
す
が
、

月
日
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
一
日
一
日

を
大
切
に
、
時
の
刻
み
を
重

く
受
け
止
め
楽
し
く
生
活

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
頑
張
り
ま
す
！

頭
の
体
操
と
お
遊
び
俳
句

清
水
有
度
地
区
　
呉
竹
会
　
山
口
　
勝
巳

　

私
た
ち
は
月
1
回
の
定
例
会
に

「
頭
の
体
操
」
と
「
お
遊
び
俳
句
」

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
目
的
は
健

康
維
持
と
脳
の
活
性
化
。
頭
の
体
操

は
新
聞
や
雑
誌
な
ど
か
ら
抜
粋
し
た

も
の
が
主
で
す
が
、
会
員
か
ら
の
提

供
も
増
え
て
き
て
、
み
ん
な
の
興
味

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

出
来
て
も
出
来
な
く
て
も
、
早
く
て
も
遅
く
て
も

み
ん
な
で
笑
い
な
が
ら
テ
キ
ス
ト
に
取
り
組
む
こ
と

で
脳
に
刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
真
剣
に
ペ
ン
を

取
っ
て
い
る
人
、
隣
の
人
と
相
談
し
な
が
ら
解
い
て

い
る
人
、
た
め
息
を
つ
い
て
い
る
人
と
様
々
。
ひ
と

時
静
ま
り
返
り
再
び
ざ
わ
め
き
出
す
、
そ
ん
な
光
景

に
と
て
も
充
実
感
を
覚
え
ま
す
。

　

俳
句
は
素
人
ば
か
り
で
試
行
錯
誤
、
タ
イ
ト
ル
も

そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
お
遊
び
俳
句
」。
自
分
の
見
た

も
の
感
じ
た
こ
と
を
自
由
に
「
五
七
五
」
で
表
現
す

る
と
い
う
気
楽
な
姿
勢
で
始
め
ま
し
た
。
意
外
性
の

あ
る
表
現
に
驚
き
、
そ
れ
は
新
鮮
で
今
ま
で
に
な
か

っ
た
感
動
が
あ
り
ま
す
。

　

広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
る
と
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

「
あ
ん
た
の
俳
句
載
っ
て
た
ね
、
と
て
も
よ
か
っ
た

よ
」
な
ど
と
祝
福
し
て
い
る
様
を
見
る
と
、
と
て
も

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
細
く
長
く
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
健
康
維
持
と
脳
の
活
性
化
に

つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

私 た ち こ ん な こ と し て い ま す ！
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　熊本地震災害は、甚大な被害をも

たらし被災された多くの高齢者の

方々は現在も避難生活を強いられる

など、不自由な生活を送っています。

このことから、全国老人クラブ連合会では、仲

間である熊本県老人クラブ連合会への救援拠金

を呼び掛けています。東海大地震が叫ばれてい

る地域のシニアクラブ静岡市としても、援助の

手を差し伸べたいと願い、会員の皆様に救援拠

金をお願いしています。

　10 月中旬まで受付けていますので、お手数

ですが、各区支部事務局までお届けくださるよ

うお願いします。

　65 歳以上の高齢者を対象とした

一定のボランティア活動を行うと、ポイントが

たまり、静岡市の地場産品と交換できるもので

す。事前の登録が必要です。詳細はお問い合わ

せください。

【お問い合わせ先】

社会福祉協議会　☎０５４−２５４−６３３０

市役所介護保険課☎０５４−２２１−１２０２

　かねてより準備をすすめておりましたシニア

クラブ静岡市ホームページを開設しました。

　このホームページでは、各種事業報告、広報

紙データのダウンロード、

クラブ情報の発信などをし

ていく予定です。随時、あ

たらしい内容を追加してい

きますのでお楽しみに！

ホームページアドレス
http://www.sc-shizuokasi.jp/

熊本地震災害救援拠金のお願い

元気いきいき！
シニアサポーター募集中

ボランティアでポイントゲット !!

シニアクラブ静岡市の
ホームページを開設しました

市 老 連 か ら の お 知 ら せ

熱中症予防

の

ポイント

のどが渇いていなくても
こまめに水分補給しましょう
　のどが渇いてからではなく、
日頃からこまめに水分をとる習
慣を付けましょう。

部屋の温度をこまめに計りましょう
　高齢者の部屋の温度は若い人より約 2 度高い
といわれています。部屋に温度計を置き、常に
室温を 28 度前後に保つようにしましょう。

これからの
季節 熱中症 に ご注意
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谷
津
山
に
は
い
ろ
い
ろ
な
散

策
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
代

表
的
な
清
水
山
公
園
か
ら
清
水

山
山
頂
広
場
〜
古
墳
の
森
を
経

て
護
国
神
社
へ
至
る
コ
ー
ス
を

紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
紹
介
に
先
立
っ
て

清
水
寺
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
谷
津
山
の
西
麓
に
高
野
山

無
量
光
院
末
に
し
て
、
千
手
観

世
音
菩
薩
を
尊
と
し
た
清
水
寺
が
あ
る
。
当
地
で
は

数
少
な
い
真
言
宗
寺
院
で
あ
る
。
こ
の
寺
院
は
、
永

禄
２
年
（
１
５
５
９
）、
今
川
氏
八
代
氏
輝
の
遺
命

を
受
け
、
家
臣
朝
比
奈
丹
波
守
元
長
に
創
建
さ
せ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
清
水
寺
の
山
号
、
寺
号
と
も

に
京
都
の
清
水
寺
と
同
じ
で
音
羽
山
清
水
寺
と
い
う

の
も
大
変
興
味
深
い
。
清
水
寺
か
ら
の
駿
府
の
町
の

眺
め
や
、
谷
津
山
を
背
景
に
し
た
地
形
が
京
都
・
東

山
の
そ
れ
と
似
て
い
る
こ
と
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。
境
内
に
は
、
明
和
７
年
（
１
７
７
０
）
時

雨
窓
六
花
庵
社
中
に
よ
り
た
て
ら
れ
た
松
尾
芭
蕉

（
１
６
４
４
～
１
６
９
４
）
の
「
駿
河
路
や
花
た
ち

ば
な
も
茶
の
に
ほ
い
」
の
句
碑
が
あ
る
。
こ
の
句
は

芭
蕉
の
没
年
の
元
禄
７
年
（
１
６
９
４
）
に
、
大
井

川
の
川
止
め
で
島
田
滞
在
中
に
、
塚
本
舟
宅
に
逗
留

中
に
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。
芭
蕉
の
句
碑
が
建
立
さ
れ

た
当
時
の
清
水
寺
の
住
職
・
通
賢
は
俳
号
を
「
左
更
」

と
い
い
、「
後
十
日
切
り
て
や
り
た
る
牡
丹
か
な
」

を
残
し
て
い
る
。

　

清
水
寺
の
本
堂
は
、
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
10

月
に
竣
工
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
平
屋
で
、

切
り
妻
型
の
日
本
瓦
葺
き
で
床
面
積
は
、
約
１
８
６

平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。「
日
華
親
善
堂
」
と
し
て

中
国
風
に
建
立
さ
れ
た
が
、
現
在
、
国
の
文
化
財
保

護
審
議
会
か
ら
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
文
化
庁
に
よ
る
「
こ
の
建
造
物
は
貴
重
な
国
民

的
財
産
で
す
」（
第
22

−
０
０
４
０
号
）
の
プ
レ
ー

ト
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
散
策
の
説
明
に
移
り
ま
す
。
新
静
岡
駅

か
ら
静
岡
鉄
道
の
電
車
に
乗
り
、
約
５
分
乗
車
し
２

つ
目
の
駅
の
音
羽
町
駅
で
下
車
す
る
。
北
に
向
か
っ

て
数
分
歩
く
と
清
水
寺
に
到
着
す
る
。
清
水
寺
参
拝

の
あ
と
、
清
水
山
公
園
広
場
で
一
休
み
し
た
後
、「
谷

津
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
」
の
案
内
板
の
あ
る
所

か
ら
整
備
さ
れ
た
石
段
を

登
り
始
め
る
と
す
ぐ
に
、

京
都
の
清
水
寺
と
は
規
模

が
違
う
が
「
舞
台
」
が
あ

る
。
舞
台
か
ら
清
水
山
公

園
の
平
地
部
分
を
眺
め

て
、
15
分
程
で
清
水
山
公

園
広
場
に
着
く
。
最
盛
期

は
多
く
の
人
々
が
ラ
ジ
オ

体
操
に
集
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
現
在
は
20
人

位
と
居
合
わ
せ
た
方
が
言

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
約

20
分
で
三
角
点
の
あ
る
地

点
近
く
の
「
古
墳
の
森
」

第17回

静岡県庁第三別館 21 階展望室から撮影した谷津山の全容
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へ
到
着
。

　

通
称
「
谷
津
山
古
墳
」
は
、
四
世
紀
後
半
に
つ
く

ら
れ
た
「
前
方
後
円
墳
」
で
静
岡
地
方
最
大
と
い
わ

れ
る
。
正
式
名
称
は
「
柚
木
山
神
古
墳
」
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
は
、
全
長
約
１
１
０
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
10

メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
後
円
墳
の
中
央
に
被
葬
者
を
埋

葬
し
た
竪
穴
式
石
室
が
薄
く
割
っ
た
へ
ぎ
石
を
重
ね

て
作
ら
れ
て
い
た
畿
内
型
古
墳
の
一
つ
で
あ
る
。

　

古
墳
を
後
に
進
む
と
直
ぐ
に
分
岐
点
が
あ
る
、
左

手
の
北
は
長
源
院
、
右
手
の
南
側
は
柚
木
駅
で
あ

る
。
分
岐
点
を
ま
っ
す
ぐ
進
む
と
や
や
急
な
下
り
坂

で
数
分
下
る
と
平
ら
な
山
道
と
な
り
、
古
墳
か
ら
10

分
程
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
に
到
着
す
る
。

　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
に
は
ベ
ン
チ
が
あ
り
、
芝
生
の

広
場
に
な
っ
て
い
て
弁
当
を
広
げ
た
り
、
休
憩
す
る

の
に
最
適
な
場
所
で
あ
る
。
整
備
さ
れ
た
ピ
ク
ニ
ッ

ク
広
場
を
含
め
て
清
水
山
公
園
広
場
、
郷
土
の
森
、

古
墳
の
森
、
愛
宕
砦
の
森
か
ら
は
南
北
の
静
岡
市
街

が
素
晴
ら
し
い
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
か
ら
５
分
ほ
ど
進
む
と
直
線
が

「
愛
宕
神
社
」、
南
側
の
分
岐
右
手
は
護
国
神
社
へ
下

る
道
で
あ
る
。
今
回
は
護
国
神
社
へ
下
る
こ
と
と
す

る
。
下
っ
て
10
分
程
で
護
国
神
社
へ
到
着
し
た
。

明
治
32
年
（
１
８
９
９
）
11
月
に
、
静
岡
県
共
祭
招

魂
社
と
し
て
葵
区
北
番
町
に
創
設
し
て
い
た
社
を
、

昭
和
17
年
10
月
に
、
葵
区
柚
木
に
移
転
し
て
い
る
。

こ
の
招
魂
社
は
内
務
省
令
に
よ
り
静
岡
県
護
国
神
社

と
改
称
さ
れ
た
。

　

護
国
神
社
に
は
戊
辰
戦
争
か
ら
日
清
戦
争
と
太
平

洋
戦
争
ま
で
の
戦
没
者
７
万
６
千
余
柱
が
祀
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
境
内
に
は
「
遺
品
館
」
も
併
設
さ
れ

て
い
る
。
護
国
神
社
の
社
殿
は
、
流
れ
造
り
銅
版
葺

き
の
荘
厳
な
造
り
で
あ
る
。
護
国
神
社
の
御
手
洗
石

は
、
福
岡
県
博
多
産
の
も
の
で
畳
九
畳
半
も
あ
り
、

全
国
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
昭
和
17
年
10
月
に
、
静

岡
市
の
手
塚
六
郎
治
氏
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
陸
軍
大
臣
の
命
に
よ
り
列
車
で
運
ば
れ

た
。
護
国
神
社
で
参
拝
し
帰
路
は
柚
木
駅
ま
で
10
分

程
で
あ
る
。

　

今
回
、
資
料
と
し
て
私
の
先
輩
田
中
省
三
さ
ん
が

平
成
15
年
に
刊
行
し
た
『
谷
津
山
』（
68
ペ
ー
ジ
）

を
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
と

は
駿
府
ウ
ェ
イ
ブ
で
17
年
ほ
ど
、
お
付
き
合
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
な
っ
た
か
け
が
え
の
な
い
方
で
す
。（
水
上 
博
）

案内図



第 23 号（16）市 老 連 だ よ り平成 28 年 7 月発行

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

静 岡 市 老 連  主 な 行 事 予 定

　　　　　　　事業名 日時 備考

第11回輪投げ大会 9月8日（木） 中央体育館

第11回グラウンド・ゴルフ大会
10月6日（木）
※予備日13日（木）

日本平運動公園多目的広場

第３回ペタンク大会
12月2日（金）
※予備日12月9日（金）

清水庵原球場多目的広場

第11回芸能発表会 12月16日（金） 市民文化会館

　　　　　事業名 日時 備考

ペタンク大会 9月12日（月）※予備日14日（水） 松富スポーツ広場

スポーツ大会 10月21日（金） 中央体育館

葵区・駿河区合同作品展 11月23日（水）〜27日（日） 市民ギャラリー

芸能発表会＆リフォーム
ファッションショー

平成29年1月31日（火） 市民文化会館

　　　　　事業名 日時 備考

ペタンク大会 9月20日（火）※予備日23日（金） 中野新田スポーツ広場

スポーツ大会 10月25日（火） 中央体育館

駿河区・葵区合同作品展 11月23日（水）〜27日（日） 市民ギャラリー

芸能発表会 平成29年1月26日（木） 市民文化会館

　　　　　　事業名 日時 備考

グラウンド・ゴルフ大会 9月27日（火）※予備日30日（金） 日本平運動公園多目的広場

スポーツ大会 11月18日（金）※予備日22日（火） 清水庵原球場多目的広場

清水福祉総合文化祭作品展 11月11日（金）〜14日（月） はーとぴあ清水

芸能発表会 平成29年1月31日（火） 清水文化会館マリナート

市老連

葵　区

駿河区

清水区
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私
は
70
年
余
年
、
右
眼
は
見

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
左

眼
で
何
の
不
自
由
も
な
く
生
活

し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
今
年

2
月
初
旬
に
突
然
眼
底
が
重
く

な
り
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

ず
眼
科
を
受
診
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
「
古
い
網
膜
剥
離
」
と
診

断
さ
れ
、
手
術
を
す
す
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
治
る
の
で
す
か
？
」
の
問

い
に
先
生
は
「
治
る
見
込
み
は

な
い
」
と
。「
そ
の
ま
ま
な
ら
失
明
で
す
」

と
言
わ
れ
悩
ん
だ
末
に
、
一
大
決
心
で
手

術
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

手
術
は
無
事
成
功
し
て
、
日
に
日
に
回

復
。
真
っ
暗
闇
だ
っ
た
眼
に
明
か
り
が
見

え
る
！
物
が
見
え
る
！
ぼ
や
け
て
い
た
物

が
鮮
明
に
見
え
て
く
る
！

　
「
う
わ
ぁ
ー
す
ご
い
夢
の
よ
う
よ
…
」

と
、
う
れ
し
い
、
う
れ
し
い
の
連
発
で
し

た
。
こ
の
感
動
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
で
す
。

　

駿
府
公
園
の
桜
も
開
花
で
す
。
78
歳
に

て
開
眼
…
一
句
で
き
ま
し
た
。

俳
句

堀
端
に
立
ち
て
眺
む
る
右う

が

ん

ば

な

眼
桜
花

（
左
眼
を
覆
い
右
眼
だ
け
で
見
た
感
想
で
す
）

私の身に起きた奇跡
駿河区　中島学区　上寿会　鈴木　康子

①わずかな時間。しばらくの間。

④風邪をひくとゴホゴホと止まらなくなるもの。

⑤偉い人、凄い人を心から尊敬すること。

⑥ココア・チョコレートの原料。

⑦車を運転する時はこれに気をつけましょう。

⑨幸水、豊水などの種類があるみずみずしくて

　おいしい秋の果物。

⑩鵜を使って魚を捕る漁法のこと。

⑪甲羅を背負った動きの遅い生き物。

①
腰
掛
け
る
た
め
の
家
具
。
こ
し
か
け
。

②
海
を
高
く
飛
な
が
ら
泳
ぐ
魚
。
あ
ご
だ
し
の
原
料
。

③
森
の
中
な
ど
で
水
が
上
か
ら
勢
い
よ
く

　

流
れ
落
ち
て
い
る
所
。

④
政
治
に
携
わ
る
人
。
議
会
の
議
員
の
こ
と
。

⑤
お
札
な
ど
に
施
さ
れ
て
い
る
紙
を
明
か
り
に
透
か
す
と

　

見
え
る
文
字
や
模
様
。

⑥
自
分
の
妻
を
言
う
言
葉
。
家
の
中
。「
○
○
○
安
全
」

⑧
硬
貨
を
英
語
で
い
う
と
？

⑩
こ
の
実
を
塩
漬
け
し
て
干
し
た
物
は　

　

と
っ
て
も
酸
っ
ぱ
い
で
す
。

28年11月15日 (火 )

E
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清
水
区　

三
保
地
区　

昴
ク
ラ
ブ　

岩
本
岩
次
郎

ひ
ら
か
ね
ば
扇
も
風
の
つ
ぼ
み
か
な

葵
区　

千
代
田
学
区　

川
合
本
田
寿
会　

山
村　

伸
子

学
舎
の
始
業
ベ
ル
乗
せ
青
田
風

玉
音
を
お
さ
な
心
に
終
戦
日

駿
河
区　

森
下
学
区　

長
寿
会　

望
月　

謙
𠮷

春
彼
岸
居
座
る
ま
ま
の
炬
燵
留
守

清
水
区　

有
度
地
区　

草
薙
歩
み
の
会　

林
部　

茂
己

木
蓮
の
香
り
さ
わ
や
か
風
に
の
り

葵
区　

麻
機
学
区　

猿
田
川
ク
ラ
ブ　

池
内　

裕
子

東
か
ら
黄
色
に
染
ま
り
春
來
た
る

葵
区　

麻
機
学
区　

猿
田
川
ク
ラ
ブ　

田
中　

節
子

観
測
の
人
宇
宙
に
お
り
花
火
の
夜

葵
区　

麻
機
学
区　

猿
田
川
ク
ラ
ブ　

藤
井
眞
理
子

春
動
く
大
地
の
下
に
命
見
ゆ

葵
区　

麻
機
学
区　

猿
田
川
ク
ラ
ブ　

岡
本　

喜
美

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
海
ま
で
続
き
浄
土
か
な

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

吉
尾　

茂　

七
十
年
不
戦
の
空
舞
ふ
時
ほ
と
と
ぎ
す鳥

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村
喜
三
郎

父
の
日
や
入
歯
な
ら
し
て
酒
を
酌
む

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

範
子

万
緑
や
少
年
生
き
抜
く
強し
た
たか
さ

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

望
月　

澄
子

ヨ
ー
グ
ル
ト
朝
す
っ
き
り
と
五
月
晴

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村　

和
穗

へ
そ
曲
り
胡
瓜
一ひ
と
や
ま山
叩
き
売
り

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

由
比
藤
敏
幸

紫
陽
花
の
色
ど
り
豊
か
散
歩
道

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

鈴
木　

辰
男

小
刻
み
に
富
士
を
震
は
す
青
田
波

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

平
出　

幹
明

葉
桜
や
声
高
に
往
く
ラ
ン
ド
セ
ル

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

万
緑
や
文
士
の
園
に
影
満
ち
て

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
会　

朝
倉　

司
朗

紫
陽
花
や
昨き
の
う日

の
想
い
今
日
変
る

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

五
尺
八
寸
古
刹
の
門か
ど

の
立
葵

俳
句

会
員
文
芸
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葵
区　

中
藁
科
学
区　

笑
和
会　

勝
山　

京
子

春
立
日
孫
の
縁
談
成
立
す

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

鶯
や
瀬
音
に
和
し
て
老
を
鳴
く

清
水
区　

岡
地
区　

岡
町
清
寿
会　

溝
口　

広
子

山
々
の
盛
り
上
が
る
さ
ま
春
の
い
ぶ
き

清
水
区　

入
江
地
区　

木
蓮
の
会　

澤
入　

兼
男

彼
岸
花
友
を
訪
ね
て
奥
秩
父

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

菊
薫
る
七
五
三
待
つ
老
い
二
人

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

町
塚　

慶
子

高
速
路
思
い
出
消
え
た
田
舎
道	

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

赤
石　

泰
江

乾
杯
の
グ
ラ
ス
に
浮
か
ぶ
花
吹
雪

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

山
下　

利
子

次
々
と
長
い
挨
拶
う
わ
の
空

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

岡　

菊
子　

自
信
作
ら
し
い
大
家
の
字
が
読
め
ず

◇ 次回は平成 29 年 1 月号（第 24 号）発行です。

◇ 原稿締め切り　11 月 16 日（水）

　・短歌・俳句・川柳や随想を寄稿ください。

　　※なお多くの方々の作品を掲載したいため１人１点でお願いします。

　・楷書で正確にご記入下さい。

　・原稿には本文の前に題名・学地区・クラブ名・筆者・電話番号も必ずご記入ください。

　・原稿の採否・一部削除などは広報専門委員会にお任せ願います。

　・原稿はお返しいたしませんので、あらかじめコピーをとっておいてください。

　・ご意見、ご要望お待ちしています。（紙面上にて適宜ご紹介させていただきます）

〒４２０−０８５４　静岡市葵区城内町 1 番 1 号　静岡市中央福祉センター 3 階

静岡市老人クラブ連合会事務局
送付先

原 稿 募 集

川
柳
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６
月
初
旬
、
町
内
会
長
の
立
場
で
小
学
校
の

運
動
会
を
見
に
行
っ
た
。
最
後
の
種
目
は
５
〜

６
年
生
に
よ
る
組
体
操
で
あ
る
。
指
導
の
先
生

が
壇
上
で
笛
を
吹
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
児
童
が

前
後
左
右
に
素
早
く
移
動
し
、
何
人
か
の
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
演
技
を
し
、
次
の
笛
で
違
っ
た

人
の
グ
ル
ー
プ
で
演
技
を
す
る
と
い
っ
た
具
合

に
、
小
気
味
よ
い
笛
と
児
童
の
き
び
き
び
と
し
た
動
き
が

素
晴
ら
し
い
。
そ
し
て
、
終
了
の
時
を
迎
え
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
立
ち
見
で
観
戦
の
父
兄
、
そ
し
て
学
童

皆
大
き
な
拍
手
が
沸
き
上
が
る
。
そ
れ
ま
で
の
競
技
終
了

時
は
「
一
生
懸
命
に
競
技
し
た
皆
さ
ん
に
大
き
な
拍
手
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
る
が
、
こ
の
時
ば

か
り
は
そ
の
必
要
は
な
い
。
笛
を
吹
い
た
先
生
と
数
人
の

仲
間
の
先
生
は
、
や
っ
た
と
い
う
表
情
で
手
を
取
り
合
っ

て
満
足
そ
う
だ
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
た
。

　

世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
組
織
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
指

導
者
が
存
在
す
る
が
、
今
回
の
組
体
操
を
指
導
し
た
先
生

の
よ
う
な
満
足
感
が
あ
る
指
導
が
で
き
れ
ば
よ
い
世
の
中

に
な
る
と
ふ
と
思
っ
た
。（
水
上 

博
）

◎
水
上　
　

博
（
葵　

区　

横　

内
）

○
鈴
木　

泰
造
（
清
水
区　

有　

度
）

石
川　

享
一
（
葵　

区　

千
代
田
）

野
田　

睦
彦
（
駿
河
区　

中　

田
）

大
石
眞
由
美
（
駿
河
区　

久　

能
）

清
水　

惠
代
（
清
水
区　

両
河
内
）

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
頂
き
ま
し

た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の
向
上
、
会

員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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組 体 操


